










　中でも《An die ferne Geliebte 遥かなる恋人に寄す》Op.98 は、形式的独創性、音楽的表現方法
において最も優れた作品であると言えよう。この曲は、ベートーヴェンの歌曲のうちでは後期の作
品に分類され、ベートーヴェンの歌曲のエッセンスが集約されているように感じるのである。本論
文は、《An die ferne Geliebte 遥かなる恋人に寄す》Op.98 の魅力のもととなる音楽的特徴を明ら
かにし、演奏者の視点からの演奏解釈を考察することを目的とする。
1. 《An die ferne Geliebte 》の成立
　ベートーヴェンは、生涯のうちにピアノ伴奏版の歌曲を約 90 曲残している。《An die ferne 
Geliebte》は、1816 年 4 月、ベートーヴェンが 45 歳の時に作曲した連作歌曲集である。同年 4 月
25 日に初演、1816 年 10 月にヴィーンのシュタイナー社から出版され、ベートーヴェンのパトロン
であったロプコヴィッツ伯爵に献呈されている。






2. 《An die ferne Geliebte 》の音楽的特徴
　この作品は、音楽史上初の連作歌曲集として知られているが、後世の、例えばフランツ・シュー
ベルト Franz Schubert（1797～1828）による連作歌曲集《Die schöne Müllerin 美しい水車小屋の














Auf dem Hügel sitz ich spähend 
　Auf dem Hügel sitz ich spähend
　In das blaue Nebelland，
　Nach den fernen Triften sehend，
　Wo ich dich, Geliebte, fand.
　
　Weit bin ich von dir geschieden，
　Trennend liegen Berg und Tal
　Zwischen uns und unserm Frieden，
　Unserm Glück und uns'rer Qual.
　Ach, den Blick kannst du nicht sehen，
　Der zu dir so glühend eilt，
　Und die Seufzer, sie verwehen
　In dem Raume der uns teilt.
　Will denn nichts mehr zu dir dringen，
　Nichts der Liebe Bote sein?
　Singen will ich, Lieder singen，
　Die dir klagen meine Pein!
　Denn vor Liedesklang entweichet
　Jeder Raum und jede Zeit，
　Und ein liebend Herz erreichet，






















　3/4拍子。Es-dur。Ziemlich langsam und mit Ausdruck（きわめて遅く、表情をもって）。全5節。
　ピアノは Es-dur の主和音からはじまる。第 1 節は、丘の上に座り、もの思いにふける様が描写
されている。冒頭は、ピアノの動きが少なく、歌唱旋律にテンポ感の自由が与えられている。
　全 5 節は同じ旋律であるが、第 3、4 節は、詩の言葉に応じた変化がいくつか見られる。第 3 節
における「glühend 恋いこがれる」の語は、シンコペーションにより強調されて情熱的な恋心が表
現される。「Seufzer ため息」の直後は 8 分休符によって旋律が途切れることにより、言葉のニュ
アンスがより直接的に描写されている。また第 4 節では「Bote 使い」の部分で、前述の「glühend」
と同一の旋律は緩やかなリズムに変更され、「Lieder 歌」は 3 連符の旋律により一層メロディック
になる。このように詩句の意味に応じた効果的な変形がなされている。
　ピアノパートを大まかに見ると、節を追うごとにリズムの単位が、4 分音符→ 8 分音符→ 16 音




める」、第 2 節「山や谷がすべてを隔てている現実」、第 3 節「燃えるような思いも伝えられず、た






Wo die Berge so blau 
　Wo die Berge so blau
　Aus dem nebligen Grau
　Schauen herein，
　Wo die Sonne verglüht，
　Wo die Wolke umzieht，
　Möchte ich sein!
　
　Dort im ruhigen Tal
　Schweigen Schmerzen und Qual，
　Wo im Gestein
　Still die Primel dort sinnt，
　Weht so leise der Wind，
　Möchte ich sein!　
　Hin zum sinnigen Wald
　Drängt mich Liebesgewalt，
　Innere Pein，
　Ach，mich zög's nicht von hier，





















　6/8 拍子。G-dur。Ein wenig geschwinder（やや速く）。全 3 節。
　短い前奏の中で、ピアノによって第 2 曲の旋律が提示される。歌唱旋律のみに注目すると、a-b-a
の形式と捉えることもできる。しかし b の箇所では、転調しながらも、ピアノパートにおいて a
の箇所と同一の旋律が奏されている。そのため、この作品も変化有節歌曲とみなしたい。










　第 2 節では、C-dur へ転調する。第 1 節の歌唱旋律をピアノが奏で、歌はピアノと同じリズムで
G 音を一貫して保持することにより、「schweigen 沈黙する」、「still ひっそりと」という詩句が表
現される。最後の「möchte ich sein 」はここでも繰り返され、第 1 節との統一がはかられている。
　第 3 節が始まる前の間奏で再び G-dur に戻る。ここでは nach geschwinder（だんだん速く）、歌
が始まると Ziemlich geschwind（きわめて速く）の指示があり、音楽はせきこんだようになる。
歌唱旋律は第 1 節と同一でありながら、ピアノは高揚する青年の心情とともにエネルギーを増して
変化していく。「innere Pein 内なる痛み」の語にも原詩にはない繰り返しが見られ、2 回目は poco 
adagio（少しゆっくり）で g-moll に一瞬転調し、青年の苦悩が垣間見える。
第 3 曲
Leichte Segler in den Höhen 
　Leichte Segler in den Höhen，
　Und du Bächlein klein und schmal，
　Könnt mein Liebchen ihr erspähen，
　Grüßt sie mir viel tausendmal.
　Seht ihr Wolken sie dann gehen
　Sinnend in dem stillen Tal，
　laßt mein Bild vor ihr entstehen
　In dem luft'gen Himmelssaal.
　Wird sie an den Büschen stehen，
　Die nun herbstlich falb und kahl，
　Klagt ihr, wie mir ist geschehen，
　Klagt ihr, Vöglein，meine Qual!
　Stille Weste, bringt im Wehen
　Hin zu meiner Herzenswahl
　Meine Seufzer, die vergehen
　Wie der Sonne letzter Strahl.
　Flüstr' ihr zu mein Liebesﬂ ehen，
　Laß sie, Bächlein klein und schmal，
　Treu in deinen Wogen sehen






















　4/4 拍子。As-dur → as-moll。Allegro assai（非常に速く）。全 5 節。
　第2曲の6/8拍子からの拍子の変化と調性の変化により、前曲と大きく印象が変わる。第1節「帆
船よ、小川よ、挨拶をおくってくれ」、第 2 節「雲よ、空に私の姿を描いてくれ」、第 3 節「鳥たち
よ、この嘆きを伝えてくれ」、第 4 節「風よ、ため息を伝えてくれ」、第 5 節「小川よ、私の涙を見
せてくれ」という願望に対応して、歌の旋律やピアノの音型に細かな変化が加えられている。




く第 2 節の「laßt mein Bild vor ihr entstehen 私の姿を（天の高みに）生じさせてくれ」は、ま
るで空に描いているかのような音のつながりで表される。ピアノの軽快な 3 連符は付点 8 分音符と
16 分音符に変わり、若干柔らかい印象となる。
　第 3 節から第 5 節は、嘆きや切実な願望を表すように短調（as-moll）になる。第 1、2 節が転調
した旋律が繰り返されるが、ここでもピアノパートでリズムの変化が見られる。第 3 節は 4 分音符
が中心であったが、第 4 節では歌の旋律を半拍遅れで追いかける 8 分音符、そして第 5 節では両手
が 3 連符となる。それに加えて、「meine Qual 私の苦悩」、「wie die Sonne der letzter Strahl 太陽
の最後の光のような（私のため息）」、「meine Tränen 私の涙」の悲しみを表す言葉は、ritardando（だ
んだんゆっくり）の指示が与えられ、快活なリズムは収まり、一層憂いを帯びた調子になる。最後
に繰り返された「ohne Zahl 数えきれない（私の涙）」が Es の音で引き伸ばされ、そのまますぐに
第 4 曲へと引き継がれる。またこの時 6/8 拍子になる。
第 4 曲
Diese Wolken in den Höhen
　Diese Wolken in den Höhen，
　Dieser Vöglein munt'rer Zug
　Werden dich, o Huldin, sehen.
　Nehmt mich mit im leichten Flug!
　Diese Weste werden spielen
　Scherzend dir um Wang' und Brust，
　In den seidnen Locken wühlen.
　Teilt' ich mit euch diese Lust!
　Hin zu dir von jenen Hügeln
　Emsig dieses Bächlein eilt.
　Wird ihr Bild sich in dir spiegeln，














　6/8 拍子。As-dur。Nicht zu geschwinde,angenehm und mit viel Empﬁ ndung（速すぎず、心地
よいテンポで、感情豊かに）。全 3 節。
　歌唱旋律は、第 3 節最終行の繰り返し以外は同一で、軽快なリズムと跳躍が特徴的である。ピア
ノパートを見てみると、第 1 節は、右手が鳥のさえずりを表すような装飾音の付いた音型、第 2 節
は、左手の 3 連符に歌の旋律が散りばめられた音型、そして第 3 節は、自由な流れの音型となって
おり、節ごとの情景描写の変化に富んでいる。
　また、「Nehmt 運んで」、「Teilt 分けて」、「Fließ 流れて」の命令形の言葉は、比較的高い Es 音
とシンコペーションのリズムによって効果的に際立たせられている。第 3 節では「Fließ zurück 
dann unverweilt とどまらず戻ってきてくれ」の語が繰り返され、さらに「unverweilt とどまらず」





Es kehret der Meien
Es kehret der Maien, es blühet die Au，
Die Lüfte, sie wehen so milde, so lau，
Geschwätzig die Bäche nun rinnen.
Die Schwalbe, die kehret zum wirtlichen Dach, 
Sie baut sich so emsig ihr bräutlich Gemach.
Die Liebe soll wohnen da drinnen.
Sie bringt sich geschäftig von Kreuz und von Quer, 
Manch' weicheres Stück zu dem Brautbett hieher, 
Manch' wärmendes Stück für die Kleinen.
Nun wohnen die Gatten beisammen so treu，
Was Winter geschieden verband nun der Mai，
Was liebet, das weiß er zu einen.
Es kehret der Maien, es blühet die Au'，
Die Lüfte, sie wehen so milde, so lau, 
Nur ich kann nicht ziehen von hinnen.
Wenn Alles, was liebet，der Frühling vereint，
Nur unserer Liebe kein Frühling erscheint，












冬が離していたものを 5 月が 1 つにする







　4/4 拍子。C-dur。Vivace（速く）。全 3 節。







　一方、第 3 節では「ich kann nicht ziehen von hinnen ここを動くことができない」、「kein 
Frühling erscheint 春は現れない」と悲しみの心情が歌われる。この第 3 節において、ピアノの 4
分音符 C 音と 8 分音符 G 音によるバスの音型の書法に違いが見られる。第 1、2 節では、2 つの 8
分音符はそれぞれ独立して書かれていたが、第 3 節ではまとめた形で書かれている。実際演奏され
るリズム自体の変化はないが、2 つの 8 分音符がはずんで演奏されるのを抑えようとした作曲家の
意図があると思われる。ここではさらに、ritardando の指示によって詩人の憂いがより濃く表現さ
れ、ピアノパートの和音の構成音とリズムは重厚になり、軽快な流れが止められる。「（涙のみが）





Nimm sie hin denn, diese Lieder
Nimm sie hin denn, diese Lieder, 
Die ich dir, Geliebte，sang.
Singe sie dann Abends wieder
Zu der Laute süßem Klang!
Wenn das Dämm'rungsrot dann ziehet
Nach dem stillen blauen See, 
Und sein letzter Strahl verglühet
Hinter jener Bergeshöh' ;
Und du singst, was ich gesungen, 
Was mir aus der vollen Brust
Ohne Kunstgepräng' erklungen，
Nur der Sehnsucht sich bewußt ;
Dann vor diesen Liedern weichet，
Was geschieden uns so weit，
Und ein liebend Herz erreichet，


























　第 2 節では、「Berges höh' 山の高み」の高さを歌の Es、F の高音で、「letzter Strahl 最後の光」
をピアノの 6 連符の和音で表し、さらにこの夕日の沈む様子を下降音型によって表すなど音楽によ
る自然描写が見られる。
　第 4 節では、4 分の 3 拍子になり、第 1 曲と同一の旋律が回帰する。「und ein liebend Herz 
erreichet, was ein liebend Herz geweiht! そして愛する心は届く、愛する心が崇めたものに !」と
いう詩句も、第 1 曲の最終 2 行と全く同じである。この回帰によって、青年の一途な想いが感じら
れる。その後、allegro molto e con brio（とても速く、輝かしく）の指示を伴い、第 4 節の歌詞が


























良いだろう。第 2 節まで強弱記号は pp が多いが、第 3 節では f になり、テンポも大きな揺れが見
られる。その指示を生かして、感情の振幅を意識的に表現することが必要である。
　第 3 曲は、青年の鼓動の高まりを表すかのような軽快なリズムが登場する。第 1、2 節は「恋人
に想いを伝えたい」と心弾むが、第 3 節以降で短調になると、詩人の苦悩が表されていた。歌詞の




　第 4 曲は、自然に対して自身の想いを託すという第 3 曲と共通の内容であるためか、曲間のピア




　第 5 曲は、5 月が再びめぐってきた喜び、燕の仲睦まじい姿と、恋人のいる土地に戻ることがで
きない自分の悲しみとが対比される。春の情景描写の美しさを重視し、歌唱旋律の高音やリズムの
反復を、あえて強調することなく流れるように歌うと良いだろう。第 3 節の最後、自身の境遇を嘆
く箇所には Tempo Ⅰを挟んだ 2 回の ritardando があり、最後には adagio となる。それらのテン
ポの変化は、詩の内容に対応していることは明らかであり、大げさに歌うことが許されると思う。
「ja, all ihr Gewinnen そう（涙だけが）すべての収穫」は力尽きたような弱々しい表現も効果的で
あろう。
　第 6 曲は、ピアノの間奏を受けて、嘆きから希望への変化を感じる。これまで歌い続けてきた第
2 曲から第 5 曲までの、自身の気持ちのすべてを恋人に届けたいという思いをもって歌いはじめた
い。第 4 節において、第 1 曲と同一の旋律が回帰した際は「離れた恋人にこの歌は届くだろう」と








きた。それは《An die ferne Geliebte》の演奏においても生かされるであろう。
　しかしこの作品は、曲の形式を理解して歌うことも必要だと思われる。今回の考察を通して、ひ
とつの素材が多様に変化、発展していることが分かった。ロマン・ロランがこの歌曲を「変奏され
たエピソードをもつ単一のリート」と呼んでいるように、各曲のはじめに提示された素材は、節を
追うごとに変化が加えられていた。これは、歌詞の内容と見事に結びついているのである。そのた
め、歌詞に応じた細やかな変化を捉え、それらを十分に表現していくことで、はじめてこの作品の
持つ魅力が存分に発揮されるのである。
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